
















Observations on an Academic Excha時ewith a Sister School, Red Deer College ( Canada) : 
Dealing with the Obstacles in T’Piano Basic I" and "Piano Expression I" 




Two y巴arshave passed sine巴Departmentof Arts and Media Applications of School of Continuing 
Education Studies was established. The contents of the this first scientific exchange by the school tie-
up plan with Red Deer Colege of the Canada Alberta state were a P巴rformance,instruction, and the 
l巴ctureof a piano. School of Continuing Education Studies is a faculty that declared itself "Continu 
ing Education Studi巴s"for th巴firsttime in th巴wholecountry. Therefore this departm巴ntwhich plays 
a pioneering role of art is groping for the study syst巴mof the piano music which is not in the existing 
music universities. "The peculiar motivation＇’，＂Development of assimilation capability”and "Psycho-
logical, sociological, and pedagogical training if needed on progress”to study by an adult is r巴quir巴d
for training of a leader in the continuing education studies. The trial in the lessons ’＇Piano Basic I’ 
加 d"Piano Expression I”with Dr. D. Thompson was a practice resemch for the leader and support巴r
training in the continuing education studies in which the student, the teacher, and the audi巴nce( this 
school students, teach巴rs,and local resid巴n臼） participated. 
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平成13年4月24日、カナダ・アルパータ州レッドデイ ア ・カレッジ学長ロン ・ウッドワード
氏［Mr.Ron Woodward］から、 6月に予定されている本校との姉妹校提携書の調印式に先立ち、













レッドデイア ・カレッジ音楽学部ピアノ学科長 ：テゃユー ク ・トンプソン博士
写真1 D.トンプソン博士
CD『グレイトリー・ガーシュイン』より
略歴 ：1956年、カナダ ・アルパータ州の首都エドモン トンに生まれ、2歳の時米国へ転居。












公開レッスン〔1: lOpm.～4 : 20pm.〕（学生対象）
・第2日日 ：5月24日（村 個人レッスン〔9: OOam.～4 : 20pm.〕（学生対象）
－第3日日 ：5月25日幽 レクチャーコンサート ・リハーサル〔9:OOam.～11 : OOam.〕









( 1 ）博士滞在中の日程・ 接遇・音楽企画 （レッスン・コンサート）のポスター ・プログ
ラム作成 ・運営等は、国際交流センター （国際交流部） が行う。
































































































また、 側面カーテンについて（残響とバランス）は、 PAL6ホールでは、 音の残響が多過ぎる
心配が生じたため、両側の壁面にカーテンを引き、少しでも音を吸収するよう工夫を凝らした。

























Beethoven Sonata Op. 13 m Movement 
Chopin Polonaise Op. 26-1 











































3 2 0 1 2 0 2 
3 2 0 1 2 0 8 
3 2 0 0 3 3 1 
Schubert Impromptu Op. 90ー 2
憩イ木
3 2 0 0 1 1 0














3 2 0 1 1 2 4 
Mozart Sonata K. 547a I Movement 3 2 0 0 2 2 0 
Chopin Etudes Op. 10ー 123 2 0 0 1 0 1 
通訳：高橋喜一教授
1講時 3 2 0 0 1 0 2 あ東ずま
雅まさふ史み ひ久き石いL 譲 「もののけ姫」より
（合奏室） “アシタカせっ記”
しば草くさ 瑞みずほ
3 2 0 0 2 2 3 柴穂 BeethovenSonataOp. 13 JI Movement 
9 8 7 3 4 0※ 佐さ藤とうEあ美み Chopin Nocturne Op. 9-2 
2講時 3 2 0 0 1 2 5 
奥おくず魚み す週すむ Debussy Preludes 1一四
（合奏室） 3 2 0 0 2 0 9 坂本遥子 ChopinValse Op. 34 2 こやまあみこ
3 2 0 0 1 4 4 小山車三子 Bu，むrらgmuller25Leichte日udenOp. 100-1, 12 
3 2 0 0 2 2 8 す菅が原わら せ清い太た 西にし村由ゆ紀き江ぇ 風に向かつて
3講時 3 2 0 1 2 1 9 鈴すず木き 亜あ弥や Mozart Sonata K. 332 1 Movement 
おか みゆき
（合奏室） ［非常勤講師］ 岡美由紀 MozartSonata K. 284 1 Movement 
Liszt La Campanella 
4講時 3 2 0 0 1 2 1 お太お田た み光つ人ひと ふ藤じ島しま 広ひろあ明き れ恋ん詩し
（合奏室） 3 2 0 0 1 1 2 今いま井い 志し歩ほ Chopin Fantasie-lmpromptus Op. 66 
おがわ 裕ひろみ




〔トンプソン博士のレクチャー コンサー 卜〕 総合司会：相内員子助教授、通訳：千葉圭説講師










































































とされていることから、 l年生の演奏するベー トー ベン作曲 ソナタ作品13｛悲i倉〉 第3楽
章（BeethovenSonata Op. 13 I Movement）を官頭に据えた。次に、同じく l年生によるショ
パンの初期の作品であるポロネーズ作品26 1 ( Chopin Polonaise Op. 26 -1 ）、3番目は聴講
する学生もそろそろ集中力が薄れてくる時間帯のため、モーツアルト作曲の有名な「トルコ行
進曲」（Mozart Sonata K. 331皿Movement，“AllaTurca”）、第 l部の最後は休憩時間をはさみ第
2部へ繋げる大事な曲であるため、素朴な中にも詩情溢れるメロデイで聴く者の心に余韻が残





第2部の最初は、l年生によるショパンのポロネーズ作品44(Chopin Polonaise Op. 44）の
演奏であったが、この曲はショパンの円熟期に作曲されたため規模も大きく、また表現内容も
さらに豊富でL深化するため、博士の指導にも熱が入り時聞が足りない感があった。次は、再び
2年生によるモーツアルトのソナタ （MozartSonata K. 547a I Movement）の演奏で、この曲
は多く の学生が手がける教材のレパートリーであるため、聴講する学生にとって、大いに参考
になったはずで、ある。最後は、「革命」と して知られるショパンの練習曲 作品10-12(Choplll 










































女」（DebussyPreludes l一四）でレッスンを受講した学生にも、 博士は深い印象を受けたよ う



































































公開レッスンでは、ベー トー ベン、 ショパン、モーツアル ト、 シューベルトの曲想の違い




































































2）鈴木しおり著「ピアノの発達と発明 クラヴィアからピアノ フォルテへの系図 」（『北海
道浅井学園大学生涯学習システム学部研究紀要創刊号JI2001年3月、213～221頁）。
3）波多野完治著「生涯教育論』小学館、1972年。
4）ラングラン著 ・波多野完治訳 『生涯教育入門』全日本社会教育連合会、 1971年。
5) J.L.マーセル著 ・美田節子訳 『音楽教育と人間形成』音楽之友社、 1976年12月。
